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平成20年度以降の海洋情報業務について 

海上保安庁 海洋情報部長 加 藤  茂  

 

１．はじめに 

 平成 19 年４月に、我が国の海洋に関する基

本的な計画の策定その他海洋に関する施策の

基本となる事項を定めた「海洋基本法」が制定

され、同年７月に施行されました。また、本年

３月には、内閣総理大臣を本部長とする総合海

洋政策本部により、海洋基本計画が策定されま

した。海上保安庁海洋情報部は、海洋調査の推

進や総合的な海洋政策の推進に必要な情報の

管理等、これまで蓄えた技術や経験を存分に発

揮することにより、新たな海洋立国の実現に向

けた政府の取り組みの一翼を担っていく所存

です。 

 このような背景の下、平成 20 年度は、これ

まで最重点課題として取り組んできた大陸棚

調査の海域調査が完了することに伴い、「我が

国領海及び排他的経済水域における海洋調査

の推進」という新たな重点業務を始めることと

しています。この取り組みの概要を以下に記し

ます。 

 

（１）我が国領海及び排他的経済水域におけ

る海洋調査の推進 

 海洋基本法では、海洋の開発及び利用、海洋

環境の保全、海洋の安全の確保等を適切に行う

ため、海洋に関する科学的知見を充実させ、海

洋の総合的な管理を行うべきこととされてい

ます。このため、我が国の領海及び排他的経済

水域において、海底地形等の基礎的なデータを

充実させる必要があります。 

一方、我が国の領海・排他的経済水域には基

礎的なデータが不足している海域があること 

 

から、海上保安庁では、こうした状況を踏まえ、

これらの海域において海底地形、地殻構造の調

査を計画的に実施するとともに、近年の航空レ

ーザー測深機の導入(1)により、これまで調査す

ることが困難であった極浅海域において効率

よく調査できるようになったことから、領海の

基線となる干出岩（低潮高地）等の位置を正確

に把握し、領海基線情報の最新維持を行い、我

が国の海洋権益の保全を図っていくこととし

ています（図１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、海洋情報部ではこれ以外にも、海洋権

益の保全、海上交通の安全、海難の救助、防災・

海洋環境保全等を目的として、従来実施してい

る業務の更なる発展・充実にも取り組んでいき

ます。以下に、平成 20 年度以降に取り組む予

定の主な業務について紹介いたします。 

政 策

図１ 我が国領海及び 

排他的経済水域における海洋調査の推進
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(6)-(8)。

（２）大陸棚限界画定の審査へ向けて 

 国連海洋法条約によれば、沿岸国は海底の地

形や地質が一定の条件を満たせば、200 海里を

超えて大陸棚を設定し、その大陸棚の探査及び

天然資源の開発に関する主権的権利を行使す

ることが可能とされています。このためには、

我が国は、平成 21 年５月までに国連海洋法条

約に基づき設置された大陸棚限界委員会へ地

形・地質に関するデータ等大陸棚限界情報を提

出する必要があります。 

 海上保安庁では、昭和 58 年から日本の南方

海域において大陸棚の調査を進めてきました。

平成 16 年度からは、政府の定めた基本方針に

基づき、関係省庁と連携して調査を実施し、海

上保安庁は精密海底地形調査と地殻構造探査

を担当しています(2)。平成 20 年６月までに、

これらの海域調査を終了する予定であり、平成

21 年５月の提出期限へ向け、関係省庁と連携

して大陸棚限界情報の作成及び取りまとめ作

業を行っていきます。提出後は、我が国の大陸

棚の限界に関する審査に備えることになりま

すが、大陸棚の限界が適切に設定されるよう、

引き続き関係省庁と連携して、最大限に取り組

んでいきます。 

 

（３）海洋情報管理・提供業務の推進 

 当部の推進する調査等で得られた基礎的な

情報やデータは、適切な海洋政策の策定と実施、

海洋の利用の促進、海洋環境の保全等、海洋基

本法の目指す新たな「海洋立国」の実現に欠か

せないものです。今後は、これまでの海洋調査

で得られたデータに加えて、新たな海洋産業か

らのニーズに対応した社会的な情報や従来と

は異なる種類の調査観測データの提供が求め

られることでしょう。海洋基本法の目指す新た

な「海洋立国」の実現のためには、こうした様々

な海洋情報やデータを的確に管理し、国内の海

洋産業界へ提供する体制の強化が必要になる

ので、国内のあらゆる海洋情報を管理し提供す

る体制の構築に取り組んでいきます。さらに、

日本海洋データセンターからの調査観測デー

タの提供、沿岸海域環境保全情報からの防災関

係の情報提供等(3)の既存の活動に関しても、よ

り一層の充実に取り組んでいきます。 

 

（４）海底地殻変動観測の継続実施 

 地震・津波対策のための海洋調査として、海

洋情報部では特に海底地殻変動観測に力を入

れています。地震国である日本周辺では、東海、

東南海、南海地震や宮城県沖地震等海域を震源

とした巨大地震の発生が懸念されております。

これらの地震の想定震源域の海底に基準点を

設置し、GPS と音響による精密測距技術を利用

して、基準点の位置を測定しています(4)。これ

までの観測の積み重ねにより、様々な素晴らし

い成果が得られており(5)、これらの成果は地震

調査研究推進本部を初め、地震調査研究の有識

者から高い評価を得ています。平成 19 年度に

は、東海地震震源域付近に設置している「東海

沖１」海底基準点が年約３ｃｍの早さで西北西

に移動しているという結果などを公表してお

ります。今後とも海底地殻変動観測を継続して

実施し、地震の発生予測に役立てていきたいと

考えております。 

 

（５）英語版海図の拡充 

 船舶の安全の確保に資するさらなる取り組

みとして、航海用電子海図の充実を図り安全性

と効率性を高めていきます。また、平成18年７

月から英国海洋情報部との協力により、我が国

が編集した英語版海図に日英両国の紋章を付

した「デュアルバッジ海図」の刊行を開始し、

平成19年12月までに東京湾、伊勢湾、大阪湾及

び瀬戸内海など84図の海図を刊行しました   

引き続き、平成20年度に、外航船舶の入港実績

の多い博多港、水島港等の６港湾のデュアルバ
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ッジ海図を刊行することとしています（図２）。

全世界に広がる英国の販売網（52カ国、139カ

所）を通じて入手が可能となる最新維持された

精度の高いデュアルバッジ海図を充実させる

ことにより、外国人船員の我が国の沿岸海域・

主要港湾を航行する際の航行安全の向上に努

めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）漂流予測の高度化・海況情報の充実 

 海難における人命救助や油流出事故等発生

時における被害の拡大防止を目的として、漂流

予測を実施しておりますが(9)、今後さらにその

高度化に取り組んでいきます。その際、海流デ

ータを面的かつリアルタイムに取得するため

に有効な海洋短波レーダー(10)の展開のみなら

ず、現場での海流データのさらなる充実のため、

船舶航行のための測定機器の有効活用等新た

な試みも実施して参ります。 

また、海運、水産、レジャー等あらゆる分野

に便宜を図ることを目的としている海洋速

報・海流推測図については、内容の充実を図る

とともにリアルタイム情報の提供に向けて取

り組んでいきたいと考えています。 

 

２．おわりに 

 このように、海洋情報部の業務は多岐に亘っ

ており、様々な分野で国益に直結すると共に、

国民の安全確保の観点から直接、間接に皆様の

お役に立っていると自負しております。今後と

も海洋情報業務をより充実、発展させるべく、

さらなる努力が必要であると感じております

ので、皆様のご理解とご支援を賜りたいと思い

ます。 
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東京湾の海上交通観測ネットワークについて 

田 丸 人 意＊ 

 
１．はじめに 

厳しい自然環境の中で船舶の安全運航が行

われてきた船の社会では、「Freedom at Sea」
という伝統が培われてきました。しかし 1960
年代から経済の発展と共に世界の商船隻数が

増えたことで、海上交通事故が増加しました。

海上交通事故の防止のため、世界中で海上交

通の実態調査が進められ、交通規則が制定さ

れていくことになります。 
特に 1967 年、Torrey Canyon号の座礁事故
後、船舶の分離通行方式に関する研究が注目

されていきました。1972 年の国際海上衝突予

防規則発行に伴い、分離通行方式を航行する

ことが勧告から強制となりました。日本では

1960 年代後半に、港湾建設局、海上保安庁日

本海難防止協会なども実態調査を行うように

なり、海上交通実態調査のデータ数と海域が

増え、1973 年施行の海上交通安全法の基礎デ

ータとなりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図１に示すように東京湾は海上交通安全法

に定められた航路が適用されている海域です。

東京湾は、南側に出入り口がある閉鎖された

海域であるため、東京湾内の港は、外洋に面

している港に比べ気象・海象の影響は少ない

ものの、１日 1,000 隻以上航行する海域でも

あり、安全に運航させる操船者にとって緊張

する海域です。この混雑した海域での海難事

故を防ぐため、東京湾には、浦賀水道航路、

中ノ瀬航路が設置され東京湾海上交通センタ

ーの監視の下、安全な運航が行われています。 
本学では、この混雑する東京湾の現在の海

上交通流の調査と解析を行う為、船舶の動向

を観測するネットワークシステムを構築しま

した。ここでは、そのシステムの概要と解析

例を紹介します。 
 
２．海上交通実態調査方法の例 

この章では、海上交通実態調査の１例を紹

介します。 
調査する海域が設定されるとゲートライン

の設置と、調査海域全体をカバーできるレー

ダ局が設置されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

海洋情報

＊ 東京海洋大学 海洋工学部 准教授 

図１ 東京湾概要図 
図２ ゲートライン設定例 
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図２に示すように、ある場所におけるゲー

トライン（交通流の方向に対し、出来るだけ

垂直なライン）を設置し、船がそのゲートラ

インを通過した時刻、ゲート (図２では
A,B,C,D)、通過方向（東西）、船種（貨物船、
タンカー、旅客船、特殊船、漁船、タグボー

ト、等）、大きさ（巨大船、大型船、中型船、

小型船、極小型船等）、船名（後に船名録など

から詳細な情報が分かる。）を記録します。 
同時にレーダ観測が行われているので、レ

ーダ画像データを任意の時間間隔で記録して

いくと、船影から船の位置が分かります。図

４がレーダ画面、図５は１分ごとに計測した

レーダ画像を３分間分、重畳させた画像です。

図４に示したレーダ画像は、モノトーンなの

で、陸上、ブイ、防波堤等が分かりづらいの

ですが、図５に示したように、レーダ画像に

写っているデータのうち、陸上などのように

映像が変化しにくい部分を緑色、１分前、２

分前のレーダ画像に写っている映像を黄色、

最新の映像を赤色で示して重畳させます。重

畳させることで移動している船の映像がわか

りやすくなります。この重畳画像から、黒丸

印で示しているように、移動する船体の位置

をプロットし、座標を取得します。 
ゲートラインによる目視観測から船の種類

がわかり、レーダ画像から航跡、移動方向と

速度がわかるので、これらの情報から解析が

行われます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．海上交通観測ﾚｰﾀﾞﾈｯﾄﾜｰｸｼｽﾃﾑ 

東京湾海上交通センターでは、常時監視が

行われていますが、保安上それらのレーダデ

ータを研究用とはいえ使用することが出来ま

せん。そこで本学では東京湾の海上交通の解

析を行うため、特に混雑する海域である横

浜・川崎沖と浦賀水道航路、中ノ瀬航路をカ

バーするようにレーダ局を東扇島と防衛大屋

上に設置しました（図１に２局の設置場所と

観測海域を示しました）。レーダ局と大学に設

置した監視局はインターネット回線を通じて

データの送受信が可能となっています。本学

に設置された監視局では、各レーダの起動・

終了からレーダの調整まで行うことと、レー

ダで観測された映像を画像データとして監視

局側で取得することが出来ます。 

図３ ゲートラインを通過する船舶 

 （観音崎から見た浦賀水道航行中の船舶）

図４ レーダ観測画像 

図５ 任意の船舶位置取得用画面 
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インターネット回線を利用することで、通

信環境を比較的安価に手に入れることが可能

ですが、通信速度が保証されていないため、

リアルタイムに通信を行うことが難しいので

はないかという懸念がありました。（このシス

テムでは１MByte のレーダ画像ファイルが
２局から監視局に送られてくることになりま

す）しかし、レーダ画像を１分間で保存する

こととし、長期観測を行ってみた結果、ほぼ

リアルタイムに近い状況でデータを受け取る

ことが可能でした。図６に２局レーダ画像を

合成した図を示します。図１の東京湾概要と

見比べて頂けると、東京湾の沿岸線、ブイ、

島のほか、航行中の船舶映像が映っているこ

とが分かります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
海上交通観測ネットワークを使用すると、

図６のような画像が長時間観測することが可

能です。取得したレーダ画像を図５に示した

ように重畳させ座標をプロットしていけば、

航行する船舶の航跡を得ることが可能です。 
しかし、東京湾を縦断する船舶の取得点数

は、160 点を超える船があることと、１日

1,000 隻以上航行する湾内の位置情報をすべ

て取得するには時間と労力が必要となります。

実際には画像データから船を判断し航跡を取

得する自動プロッティングソフトを作成し比

較的空いている時間帯の位置情報を自動で取

得させ、混雑する時間帯は、人手により船影

を確認しながら位置の取得が行われました。 
 
４．解析例 

先に示したレーダ画像から取得した位置を

プロットした図を図７に示します。船舶は浦

賀水道航路、中ノ瀬航路を航行し、東京、千

葉、横浜、本牧、木更津など主な港に出入港

している様子がわかります。図８は 06:00～

09:00 まで，図９は 16:00～19:00 までの取得

位置をプロットした図です。東京湾では、着

岸予定時刻にあわせて入湾してくる船舶が多

いため、朝は、浦賀水道航路を北上し、横浜、

千葉、東京へ向かう船舶が多く、夕方になる

と出航する船舶で中ノ瀬の西側、浦賀水道航

路南レーンが混雑します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図６ ２局レーダ画像の合成図 図７ 24時間分レーダ取得位置プロット図

図８ 06:00～09:00 レーダ取得位置プロット図 
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プロット図だけでは、どの程度、混雑して

いる海域を明確に示すことができません。そ

こで観測海域を 500ｍ×500ｍの海域に区切

り、時間毎に航行する船舶の隻数をカウント

し平均密度として示した図を図 10 から図 12

です。各エリアを塗りつぶしている青色、黄

色、赤色順に密度が高い海域を示します。こ

のように密度で表すと、混雑具合が定量的に

示すことが出来ます。 
ただし、船体長が 300ｍを超えるタンカー

と50ｍ以下の船舶を同じ 1隻とカウントする
ことは不都合が生じます。そこである基準と

なる船舶を決めて（その海域を航行する船舶

の平均船長など）をもとに隻数をカウントし

た平均密度分布（Ｌ換算密度分布）を求めま

す。ここでは、70ｍを基準としてカウントし

ました。（船体長 140ｍなら２隻、35ｍなら 0.5

隻となります） 
この解析を行うためには各船舶の船体長が

必要となりますが、使用している観測システ

ムでは、船体長がわかりません。そこで船体

長を、レーダ画像の船影の大きさから船体長

を推定することにしました。ある一日、この

システムと浦賀水道航路に設置したゲートラ

インを通過する船舶を目視観測とレーダで観

測し、目視観測によって船の大きさを測定（船

名が確認できた船については船名録を調べ、

確認できなかった船については、固定したカ

メラで撮影した写真に写っている船の大きさ

から船体長を計算）、レーダ局からの距離も考

慮し、船とレーダ局の距離、船影の大きさか

ら、船体長を推定する式を得て使用しました。

Ｌ換算密度分布図を図 13 から図 15 に示しま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 9 16:00～19:00 レーダ取得位置プロット図 

図 10 24 時間平均密度分布図 

図 11 06:00～09:00 の平均密度分布 

図 12 16:00～19:00 の平均密度分布 
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５．まとめと今後の発展 

ここでは、本学に設置されているレーダネ

ットワークの紹介と解析例として平均密度分

布、Ｌ換算密度分布を紹介しました。解析方

法は、他にも、任意のゲートラインを通過す

る船の隻数分布、速力分布、船の出会い回数、

ＯＤ（出発地－目的地）調査など研究、調査

の目的に合わせたさまざまな方法があります。 
また、取得した情報をもとに、交通シミュ

レーションに応用することも可能です。 
今後は、レーダ情報の他ＡＩＳ情報の利用

も考えています。この観測ネットワークの東

扇島局には、ＡＩＳ受信機が設置され、東京

湾を航行している船舶の情報を取得できます。

1 例として 08:00 のＡＩＳ位置情報をプロッ
トした図（○印の中心が船の位置、中心から

の線の向きと大きさによって船速と進路を示

しています。）を図 16 に示します。残念なが

ら、航行中の船舶の内１割から２割程度しか

情報が入ってきていないため、海上交通の解

析に応用することは難しいですが、今後、Ａ

ＩＳ搭載船が増えることにより様々な解析を

行えることが期待できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 13 24 時間の L 換算密度分布図

図14 06:00～09:00の L換算密度分布

図15 16:00～19:00の L換算密度分布

図 16 ＡＩＳ情報の表示 
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失敗から学ぶ海岸調査法 ≪１≫ 

西 隆一郎＊ 
 

１．まえがき 

 海岸・沿岸域の研究に携わり22年目となった。
出発点となった学生時代に、研究室の師匠から

習ったことは、「自分でやれ」だけであった。自

由に研究をさせてもらったために、海岸に関す

る学問も調査法も体系的に学ばず自己流の独学

となり、結果として、失敗を山積することとな

った。今でも研究を継続できるのは、単に運が

良かっただけかもしれないが、それでも退職届

を書けと言われて、辞表を書かざるを得なかっ

たこともある。この時は、たまたま責任者が受

領を拒否して首が繋がった。 
一方、体系的な学問を教授すべき大学の教育

現場では、例えば、「実験・実習のための安全の

手引き」（鹿児島大学水産学部、2005年）のよ
うな安全マニュアルが配布され、学生の安全を

高める努力が始まっているが、沿岸・海岸域調

査に関して十分な記述がなされているとは言い

難い。しかも、教育予算が枯渇化しているため

に、大学などでは海岸・沿岸域での現地調査の

機会が減りつつある。その結果、沿岸域調査で

体験する小さな失敗や危険（リスク）管理から

学生達がシーマンシップなどの何かを学び、将

来社会に出てから直面するかもしれない大きな

リスクを回避する手法を体感する機会が少なく

なっているように感じる。そこで、特に若手の

方々に対する他山の石として役立ててもらうた

めに、普通であれば口外しない筆者の失敗の一

部を、読者の一助として記載することにした。 
沿岸域で調査を行う場合には、想定外の問題

によく直面する。無論、事前の準備が大事であ

るが、何がしかの失敗や問題は常に起こると考 
                      

＊鹿児島大学 水産学部 准教授 

 

えておくべきである。最も大事なことは、手

の付けられない大きな失敗や問題になる前に、

対処できそうな小さな問題にとどめて解決す

る気配りと努力が必要であろう。筆者は、砂

浜を歩いている時に砂浜に埋まりかけたこと

や、深浅測量や流況調査中に溺れそうになっ

たことがある。それ以外にも、地元の良から

ぬ類の人たちに集団で囲まれるような対人関

係のトラブルで、以降の調査には屈強な学生

をボディガ－ド代わりに同行しろと指導され

たこともある。しかし、教員としては学生を

巻き添えにできないので単独調査を行ったが、

何故か運よく今日に至っている。筆者の悪運

もどこまで続くか分からないこともあり、現

在はスカイダイビング以外であればどんな天

災でも保険金がおりると言う類の保険にも、

通常の生命保険とともに加入している。加え

て、メモ書き程度の遺言も常に携帯している。

最悪の事態になっても周りに迷惑をかけたく

ないと、自分で起こした失敗の最中に感じた

ためである。 

なお、ウォーターズ著/安岡一乗訳（2003）

によれば、米国のコーストガードには「出発

しろ、だが、帰らなくてもよい」と言う伝統

的な言葉がある。救助される身としてはこれ

以上心強い言葉は無いが、帰れないと言うこ

とはある意味で失敗を意味する。どのような

状況でも失敗を減らす（避ける）事は重要で

あるので、可能であれば、筆者より多くの現

場経験を積んだ方々が、失敗学シリ－ズを継

続して、より多くの失敗談をデータベ－スに

し、次世代へ継承していただければと期待し

ている。 

研 究 
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２．災害調査での失敗 

 筆者が学んだ海岸工学では、研究分野とし

て波浪・海浜流、漂砂・海岸保全、海岸・海

洋構造物、海岸環境などが主な研究分野であ

った。筆者はこれらの中でまず漂砂・海岸保

全に取り組んだので、台風などに伴う海岸の

災害調査をよく行った。写真１に示すような

海岸災害は、台風に伴う水位上昇や高波によ

り生じる。研究者としては、これらの自然現

象を自分の目で確かめる必要があるので、台

風接近時を狙い現場に出向き、予想以上の風

雨のために台風が過ぎ去るまで現場に足止め

されたことがある。ある台風の場合は、台風

翌日に帰宅すると住居に隣接した倉庫が吹き

飛ばされて消えていた。次節では、国外と国

内での災害調査時の失敗例をそれぞれ紹介す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 台風による海岸災害の例 

 

２－１ ハリケ－ン被災調査－海岸・海洋工

学者と東欧のスパイ－ 

 余談であるが、戦後に日本から頭脳流出で

渡米した某Ｏ博士は、世界初の原子力潜水艦

の弾頭発射に関わる研究を行っていた。ある

時、東欧の飛行場の待合室で突然黒服の屈強

な男たちに囲まれ、静かな声で、「今から飛行

機に乗ると、隣に某国のスパイが同乗するは

ずである。絶対に機密事項を話すな。」と、忠

告された。飛行機で窓側に座っていると、離

陸直前にすらりとした妙齢の金髪女性が横に

座り、飛行中ロケットのことや高等数学の話

をその女性が続けたそうである。この博士は、

何も本題に関することを話さずこの場を何と

か乗り切ったとの事であった。 

某Ｏ博士の逸話を直接聞きながら、有名に

なると大変だと感じたのだが、筆者も某国で

金髪の若い女性に真剣に手を握られながら危

機的状況で目と目を見つめあったことがある。

この時は、機密保全関連の話ではなく、写真

２や３に示すように災害調査中であり、もし

かすると無事に帰国できないかもと感じてい

た。1992 年９月、自然災害史上最大と当時は

言われた災害の調査に、Ｆ大学海岸・海洋工

学科の学科長とレンタカ－を借りて、フロリ

ダ州マイアミ市とその南部周辺地域に入った。

なお、被災地に入るには、ＦＥＭＡ（連邦緊

急管理局）指揮下の州兵が行う身分確認をパ

スする必要があった。災害時には、Good will

と言う精神を持つことが好まれるが、未曾有

の災害翌日ということもあり、地元住民には

殺気立っている人も多い。しかも、こちら二

人は白く光るレンタカ－を運転するアジア系

二人連れである。どう見ても、狙われやすい

格好での現地被災調査であった。 

被災地の住民は早急に救援されてしかるべ

きであるが、救助の手が及びにくい（平常時

であれば捕まりにくい）所に住む不法滞在者

もいる。また、普通の住民も、泥棒や強盗の

襲撃をいつ受けるか分からないので銃で武装

をしている。こちらは災害復旧のために絶対

に必要な調査に従事しているとは言え、身の

安全に不安がある。なおこの時は、災害が甚

大すぎたために、災害当初一週間程は、政府

所属の身分証を持つ研究者しか被災地に入れ

なかった。しかしこちらは、運良く共同研究

者の教授が州政府環境局（ＥＰＡ）の身分も

持っていたために、被災地に入ることになっ

た。調査初日の夕方も近づき辺りがだんだん

と暗くなったので、事前に教えてもらってい

た緊急避難シェルターに到着したところ、緊
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急避難シェルターは無く、代わりに緊急病院

（野戦病院）があった。喧騒とした中、道行

く人に聞くと、「確かに、昨日はここに緊急避

難シェルターがあった」とのことである。疲

れた上に先行きが読めない。しかも、夜間外

出禁止令の時間が迫り、車のガソリンもだん

だんあやしくなっているので、いくら冷静沈

着な対応が研究者に求められても、フラスト

レーションが高じてくる。州兵が運営する野

戦病院状の事務所らしいところを探し当てて、

とにかく今日はここに宿泊させてほしいと頼

んだのではあるが、その答えが冒頭の状況で

あった。 
迷彩服姿の妙齢の金髪女性に手を強く握ら

れながら真剣な眼差しで、「あなたが大変なの

はよく分かる。でも、ここには今にも死にそ

うな人がいて助けを求めているの。あなたは

怪我も何もしていないから大丈夫。だから、

自分達で何とかして」と通告された。夜間外

出禁止令がもうすぐ始まる状況で可能なこと

と言えば、できるだけ北に向かい町を離れる

ことであり、とにかく高速道路の乗り口を探

して北の町へと向かった。この後も紆余曲折

はあったが、何とか先遣隊としての調査を終

了した。その調査結果は、西等（1993）にま

とめてある。 
この調査時に感じたのは、殺気立った災害

現場でのこちらの経験不足以外に、チーム編

成もまずかった。急ぎの先発隊という事で二

人だけで出発したが、もう少し熟慮すべきだ

ったと反省した。例えば、書きにくい話でも

あるが、東洋系二人連れではなく、スペイン

語系（ラテン系）およびＷＡＳＰ系米国人も

帯同することが襲われるリスクを減らし、か

つ、被災地住民とのコミュニケ－ションを円

滑に行い、被災に関する情報収集も手際よく

実施するという観点から必要だったのではな

いかとも感じた。また、個人的には簡単な救

急医療を習っておくべきとも感じた。この体

験の結論としては、甚大な災害の調査に向か

うには当方が未熟であったということである。

このような体験から、「自分の能力を良く知

り、小さいリスクには対処するが、大きなリ

スクは避ける」ことを現在の鉄則にしている。 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ ハリケ－ンにより吹飛ばされた 

  mobile home 住宅地の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３ 基準面から約 3ｍの高潮痕跡 

 

なお、災害調査ではないが、某国の船の引

き上げを蔭ながらお手伝いしたことがある。

依頼を引き受けたが不安があった。理由は、

現地調査で東シナ海に面した某海岸に行く機

会が多いので、いつ何時予期せぬ事態に巻き

込まれるのではと危惧した次第である。加え

て、依頼された数値計算を間違えた場合のこ

とを考えると、荷が重い。しばらく徹夜を続
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けて依頼事項を終了してから数カ月後、北欧

の大学で高速船の航跡波による運河周辺の土

堤侵食に関する共同研究に携わっていた。そ

してある日、大学内のホテルで一人朝食をと

っていると、３人のアジア系の男性が真横の

テ－ブルで朝食を取り始めた。三人の会話内

容は分からないが、身なりと言葉から某国関

係者であることがすぐに理解できた。走って

逃げるわけにもいかず、あわてず静かに食事

を済ませ大学の研究室に向かった。単なる偶

然だったのだろうが、数週間は常に後ろに気

を配る日々が続いた。いつの間にか宮仕えで

無くなった身としては、「君子危うきに近寄ら

ず」が大事と思っている。 

 

２－２ 現地踏査で砂浜に半身埋まる 

 今から 10 数年前のことであるが、南アフリ

カから来た研究者と海岸視察を行った。その

際、砂浜を歩いていて突然筆者だけが砂浜を

踏み抜いたことがある。「砂浜を踏み抜く」と

は変な言い方であるが、コンクリ－トブロッ

クでできた緩傾斜護岸背後の砂浜に、波によ

る砂の吸出しが原因で砂浜内部に空洞が空い

ていた。表面からは見えないために、空洞の

天井で砂の厚みが薄い部分に歩を進めた瞬間

に足元の支持力を失い砂浜の中に落ちたが、

運良く広げた両手で支持力を確保し半身が埋

まっただけで助かった。その後、しばらくは

砂浜を歩く時に恐る恐る歩いたが、よく観察

してみると自然の砂浜では空洞らしきものは

なかった。しかし、護岸や突堤のような海岸

保全構造物の周辺は、構造物の隙間から砂浜

内部の砂を波が吸出し周辺の砂浜に空洞を作

っている箇所が意外と多いことが分かった

（写真４参照）。砂浜を踏み抜くという前代未

聞の失敗（経験）から学んだ事は、台風後の

海岸調査では護岸や緩傾斜護岸のコンクリ－

ト天端を歩くか、構造物のすぐ背後から最低

数ｍ陸側に離れて歩くということである。現

在は、この教訓のおかげで助かっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真４ 砂浜表面から判別しやすい砂の吸出し痕跡 

 

類似の話であるが、1989 年にカテゴリー５

クラスのハリケーン・ヒューゴが米国東海岸

に来襲した。カテゴリー５と言うのは、大雑

把に言えば１世紀に１回程度来襲する超大型

のハリケーンである。このハリケーン直後に、

フロリダ大学海岸海洋工学科の教授２名がノ

ースカロライナ州の海岸調査を行っていた。

その時に、砂浜を歩いていたＤ教授が砂浜に

突然埋まりだした。離れて後ろから歩いてい

たＷ教授がＤ教授を助けようと近づいたら、

同じように砂浜の中にずぶずぶと足がめり込

み始めた。身長の高いＤ教授は砂の中でもが

いたようで腰の辺りまで砂に埋まり、無駄に

もがこうとしなかったＷ教授は太股辺りまで

砂浜に埋まった。これは砂浜の液状化が原因

であった。この話は、本人から聞いたもので

あるが、当人達の失敗から学んだ教訓はさす

がに科学者らしいものであった。「体の比重と

液状化した砂浜の比重を比べると、体の方が

軽い。したがって、もがかないで静かにした

ほうが砂に埋まりにくい。あの時は、あせっ

てしまい、科学者失格だな」。つまり、研究者

には常に沈着冷静さが求められると言うこと

であろう。 

 

２－３ 現地踏査はできるだけ二人以上で！ 

 いつの間にか若手と言い難くなったが、体

力勝負とも言える海岸の現地踏査に今でもよ

く出かける。基本的にお勧めすべきでないが、
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一人で現地踏査に出かけることが多い。これ

は、独りが気楽と言うよりは、同行してもら

えるスタッフがいない、あるいは、同行者を

連れて行く研究費用が無かったためである。

一人で海岸を踏査していて困るのは、得体の

知れない人々と遭遇する時と、緊急事態であ

ろう。 

海岸踏査ではないが、洋上でＸＢＴ観測の

補助を行っている時に、その筋の集団に囲ま

れたことがある。船会社の好意で、一等船室

を無料で使用させて頂いたが、やはり運は続

かないものである。隣室の相手方からすると、

得体の知れない銃のような機材を持っている

得体の知れない人間がドアを開けた状態で隣

室にいるので余計に興味を引いたのかもしれ

ない。これ以外にも、某海岸で夜中の生態調

査中に、「この海岸の持ち主は俺達で、俺達の

許可なしに勝手に浜に入っているお前は許せ

ん」と恫喝する酔っ払いを含んだ集団に囲ま

れたことがある。多勢に無勢であったが、研

究者と言うよりも、教育者として引けない理

由があり、相手が帰るまで口論が続いた。こ

の経験をきっかけにデジタル録音器を購入し、

何かありそうな時には携帯している。その他、

一人で来なければよかったと感じたこともあ

るが、教育者としての立場からは学生を同行

せず良かったと自戒することもある。学生に

は、「現地調査時の地元優先主義」を守るよう

にと伝えてあるが、この原則では対処できな

い場合もある。例えば、現地観測の同意書１

枚を記入してもらうのに数十万円の費用を請

求され、焼酎２本を持参して飛行機に乗り現

地に向かったこともある。当然、大学にはそ

のような支払い品目がありませんと言う話や、

地元の災害低減に関する調査で地元に役立つ

研究であるとの趣旨を誠意を持って繰り返し、

理解を求めることになる。このような時も一

人より二人で行きたいが、旅費の節約上は仕

方が無い。 

最近の話では、離岸流の映像を撮るために

ビデオカメラを携行して一人でＡ海岸を踏査

している際に、こちらの警告に気づかず写真

５に示す二十歳前後のアベックが沖に流され

始めた。ビデオで映像撮影をしながら、双眼

鏡でアベックがパニックに陥っていないかな

どの状況をできるだけ詳細に観察し、かつ携

帯電話で 118 番通報を行う必要もあった。扱

う機材は三つで、こちらの手は二本しかない。

加えて、事故と宣言するかどうかの判断を電

話中の相手先から求められた。結果として、

やや冷静さを欠いたために、後で見た漂流中

のアベックの映像は芳しいものではなかった。

この時も、二人で現地踏査を行っていればと

感じたが、「後悔先に立たず」である。 

 

 

写真５ 離岸流に流されて助かった二人 

 

他人に対しては、業務や研究で海岸踏査を

するのであれば、安全管理上も２人以上でチ

ームを組むことをお勧めしている。しかし、

今時の地方大学はスタッフもおらず旅費もな

い。卑近な例であるが、この原稿を書いた９

月時点で、所属機関から学内予算として筆者

に割り当てられている教育・研究予算を会計

システム上で確認すると、４月以来 1,000 円

のままである。つまり、外部資金抜きには、

教育を含めて何もできないのが地方大学の現

状である。特に、地方大学の若手研究者など

は研究予算が確保しにくいので、二人以上で

海岸踏査をするのはある意味不可能と推察し
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ている。したがって、現地観測はその内に出

来なくなるのではと危惧している。若手の技

術者や研究者の方々には残酷であるが、外部

資金獲得に失敗したら、ポケットマネーで観

測するか、現地観測をあきらめろと言うのが

当方の教訓である。それでも、筆者が研究を

始めた頃に大学の某教授から、「お前の給料は

研究費だ」と言われたのに比べれば、外部資

金獲得のチャンスがあるだけでもましと言え

よう。 

２－４ 海岸では海に背を向けるな 

 学生を海岸調査に連れて行くときに、「海に

背を向けるな」と強調する。写真６に示すよ

うに海岸で機材を設置したり、底質のサンプ

リングを行う場合などつい作業に集中して海

に背中を向けてしまい、後ろから突然波がド

ンと押し寄せ、波に巻き込まれたり、場合に

よっては目の前の硬い機材に衝突して怪我を

する。このようなことを避けるために、作業

中は半身に身構えて必ず片目で沖から来る波

を見るようにと対処法も伝えておく。半身に

なると波を受ける面積も半分になるので、砕

波帯で作業を行う場合には半身の方が作業は

楽な場合も多いのだが、筆者自身つい作業に

夢中になりこの教訓を忘れてしまうことがあ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真６ 砕波帯での打設作業風景 

 

今から９年前であるが、海岸保全関係の会

議の合間に、背広に革靴姿で海岸管理者と秋

田の海岸を歩いていた。砂の卓越移動方向を

示す砂蓮の写真を撮ろうとして、逆光になら

ないように海に背を向けて写真を撮っていた。

その時に、同行者の一人が「波が来る」と叫

んでくれたのだが、瞬間的に陸側に走ろうと

せず、条件反射でつい跳んでしまった。当た

り前であるが、数秒後には海水の中に着水す

ることとなった。そして、膝上まで海水に濡

れた格好で再度会議に出ることになった。 

海岸では、通常の波浪以外に、サーフビー

トと呼ばれる数十秒から数分周期の水面変動

がある。今まで水に浸かっていない砂浜で遊

んでいたのに、急に押し寄せてくる海水で子

ども達が洋服を濡らしたり、あるいは逃げ回

る様子を見る機会があるが、多くの場合には

このサーフビートと呼ばれる現象である。筆

者はサーフビートを卒業論文で取り扱ったが、

知識が身についていないと上記のような失敗

をすることになる。 

 

３.先入観 

未知の自然現象を研究するはずなのに、先

入観に基づいて誤った初期判断を下すことが

ある。筆者はいくつかその様な失敗を繰り返

してしまった。 

代表例を挙げると、最近研究しているリー

フカレントである。写真７に示すようなサン

ゴ礁海域のリーフカレントで水難事故が発生

するために、その発生メカニズムを知る必要

がある。そのために、名瀬海上保安部や石垣

海上保安部等の協力を頂きながら調査中であ

り、その結果の一部は西等（2006、2007）で

報告されている。しかし、現地調査直前まで、

リーフカレントの発生機構としては、入射波

浪が主因で、潮汐の効果は副次的あるいはあ

まり無いと考えていた。これは、沿岸域で生

じている海浜流の発生機構から推定したもの

である。しかし、実際に調査を繰り返すと、

台風時のように特に高波が継続しない限りに
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おいて、海域利用者の観点から言えば、潮汐

が主因で、波浪は副次的なものであった。そ

の他、台風通過時のサンゴ礁海域の水温変動

に関しても、具体的に観測してみると予想以

上に大きいこともあった。先入観は失敗を招

くことがあるので、最低限、独断はしないよ

うに気をつけるべきであろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真７ 観測前に波浪が主因と予想してしまった 

リ－フカレント 

 

４.あとがき 

 プロと言う立場からは、現地観測時に失敗

があってはならない。しかし、独学でやって

きたことや、やってみないとどうなるか分か

らないと言う分野の研究に携わったこともあ

り、おのずと失敗をたくさん積み上げた。必

ずしも、「失敗は成功の母」と割り切れないが、

大学の教員としては次世代の研究者や技術者

を育てると言う責任があることを考慮して、

筆者が経験した失敗の一部を記録することに

した。また、海象観測時の失敗例に関しては

次回述べることにするが、一部の失敗は今後

も口外できない。 

海での作業は、陸上作業よりも取り返しが

つかないことが多い。したがって、先達の方々

が次世代のために失敗例を記述し、その失敗

の前例が生かされることを個人的に期待して

いる。最後になったが、浅学菲才の筆者には、

初心者の学生（素人）が冒すような失敗しか

披露できず、反省している次第である。 

（次号へ続く） 
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海と地図のアンソロジー ≪１≫ 
 

今 村 遼 平＊  
 

１．はじめに 

海。その前にたたずむだけで多くの人が、

ロマンを感じるのではないだろうか？ それ

は海の広大さ故か？ 水平線の先の先

の・ ・ ・見えないその先に異国があるから

か？ それとも、時空をこえたものへの莫と

した「 存在感 」の故か・・・？ 

 地図。これもまた私たちに言い知れぬ心の

ときめきを与える。未知の土地・既知の土地

にかかわらず、地図は私たちに無限のイメー

ジを与えてくれるからか？ その中には諸々

の線と散在する文字－地名－があるだけの紙

面が、なぜかくも私たちの心をおどらせ、未

知へのイメージでかき立てるのか？ 

私はこのシリーズで、これら＜海＞・＜地

図＞・＜地名＞などをキーワードに、自分の

イメージを膨らませ、単なる空想だけではな

く、科学的事実にもとづく諸々のイメージの

定着を試みてみたいと思う。 

 同時に、各所に詩を援用するだけでなく、

文章もできるだけ詩的なものになるように努

めるつもりである。私たちの日常は、生活に

しろ仕事にしろ、概してガチガチに締め固め

られたようなところが多い。人の頭もそれに

支配されてか、著しく堅くなっているところ

がある。 

 一方、詩歌には、たとえその内容が日常的

なことを歌ったものであっても、非日常的な

響きがある。まして詩文そのものは私たちが

綴る日常文とは違って、鋭い感性と時空とに

選びぬかれ磨きぬかれた、非日常的な響きが

常にある。このため、詩に出合うと私たちの 

 

 

こころは一時的にしろ、日常性から離れて淡

いロマンにひたることができ、ほっとした気

分にもなる。 

 そういう思いからところどころに詩文を引

用し、詩集ではないにもかかわらず、あえて

この文のシリーズに＜アンソロジー＞（詩文

などの選集）というタイトルを付けたことを、

はじめにお断りしておきたい。本文を通して

少しでも私たちの頭を、非日常的で柔らかい

ものにできたらと思ってのことである。 

 
２．＜海＞に想う 

２.１ 時空を超えて 

 

 春の海 ひねもすのたり のたりかな 

 

 高校一年のころであろうか、文学青年の

（？）友人にすすめられて石坂洋二郎の『学

生時代』を読んでいるとき、その中にこの蕪

村（1716-1783）の句をある学生が国語の先生

に指名されて解釈する描写があった。曰く、

「春の海に、ひねもす
．．．．
がのたりおたりと泳い

でいる光景を詠んだものである。なお、この

ひねもす
．．．．
という魚は、乾物にして食べるとお

いしい云々・・・」と。 

 昭和 31 年ごろのことであり、もう細かいと

ころは忘れてしまったが、その一節を読んで

友人と大笑いをした記憶がある。私たちはそ

の句の解釈はすでに国語の先生に教えられて

学んだあとであったが、山村に育ち、日常体

験として海をよく知らない私たちにとって、

こんなふうに解釈してみたくなる気持ちがよ

くわかるからだ。「自分のイメージとぴったり

だ」などと、そのとき想ったものである。 

随 想

＊ アジア航測（株）顧問・技師長 
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 海の「ひねもす
．．．．
のたりのたり」するさまが、

わからない。第一に 15、6歳という年齢は「ひ

ねもす」という言葉をよく理解しているして

いないというより、とにかく、知らないのだ。

第二に「のたりのたり」といった永遠性を示

すような海辺の情景と感覚は、おそらく大人

であっても海辺に住んでいる人ではないと、

感覚的にはとらえることができないのではな

いか・・？ 

 30 代のころには、「＜ひねもす
．．．．
の乾物＞で

も食ってみたいものだ」と、残業残業の多忙

な会社生活を送りながら、よく想ったもので

ある・・・。 

 

 海を詠んだ句となると、前掲の句とともに、

必ず想い浮ぶのが芭蕉（1644-94）の『奥の細

道』１)にある次の句である。 

 

   荒波や 佐渡に横たふ 天
あまの

河
かは

 

 

立山・多枝
だ し

原
わら

の砂防調査での土石流観測小

屋や足尾山地の荒廃した濁沢の調査で無人の

小屋（その昔、探鉱作業に使っていたものら

しい）などに何度か泊った夜に、満天にダイ

ヤのかけらを散りばめたような星空に、「空に

はこんなに星があったのか・・」と驚嘆した

ものだ。 

 北陸自動車道や粟島横断道路、先に記した

多枝原あるいは白馬岳から名剣温泉に至る砂

防調査など、何度も北陸の調査には行ってい

るのだが、日本海の海辺に立ってじっくりと

荒海の音に耳を傾け、空を仰いだ記憶はない。 

この句は芭蕉が出雲崎（柏崎のやや北東）

で想を得、７月７日に直江津でまとめたもの

らしい。この句を読むと、満点の星空のもと

に墨一色に横たわる佐渡ヶ島とその手前の荒

海である日本海、その上にうっすらとたなび

く天の川が、ありありと目に浮かぶ。この永

遠性と荒々しさをもった海――とりわけ日本

海――には、確かに秘められている何かを感

じる。 

 実際の海を前にすると、自分自身地質学を

飯の糧とする以上、海の生成・発展は地史学

的事実として客観的に理解しなければならな

いことは十分にわかっていても、海は時空を

こえた存在にみえてしまい、もはや＜考える

葦＞たる資格を失してしまう。 

 これら二つの句をあわせたような、しかし、

もっと重苦しい情景を彷彿とさせる詩に、イ

ギリスのロマン派詩人・キーツ（1795-1821）

の『海に』がある。２） 

 

 海は荒寥たる岸辺に 永久に囁いている 

 巨大な波のうねりが 幾万の洞穴
ほらあな

をみたし 

 魔人ヘカティの呪文は 遠い昔ながらの 

 ほの暗い響きを そこにとどめている。 

 いとも小さき貝殻が さきの天の風の 

 いましめを解かれたとき 

 うち寄せられたところから 

 幾日も動こうとしないのは しばしば 

 このような穏やかな気分でいるときに 

 見られるものだ。 

 おお！ 目の玉を痛め 疲労させた人達よ 

 広大なる海に その目をそそいで慰めよ 

 おお、耳が激しい騒ぎで鳴り響き 

 あるいは飽満するほどの音楽で 

 うんざりする人達よ 

 大地の洞穴の入口に坐り、海の妖精が合唱

したかと、きみたちが胆をつぶすまで、瞑

想せよ！ 

（キーツ：『キーツ詩集』による） 

 

 1817 年４月、キーツはイギリス本土の南に

あるワイト島にわたり、物語詩の「エンディ

ミオン」を書きはじめた。ところが筆は遅々

として進まず、シェークスピアの悲劇ばかり

読んでいた。そのためか、この詩にも『リア

王』の悲劇のイメージが重なってくるのは、

多くの人が認めるところではあるまいか。 

 しかしキーツはこの詩で、海の荒々しさも、
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巷間の生活に疲れた心にやすらぎを生むこと

をうたい、海の奏でる荒々しい音韻の中に超

時間的な想いを描く。海にはたしかに時空を

こえた「何か」があることは確かだ・・・・。 

 

２.２ 海に恋する嫁 

 

  ボビー・シャフトー ふなでした 

  ぎんのバックル ひざでとめ 

  かえってきたら けっこんしきよ 

  すてきな ボビー・シャフトー 

 

  ボビー・シャフトー いいおとこ 

  くしでとかした かみならきんぱつ 

  とこしえに わたしのこいびと 

  すてきな ボビー・シャフトー 

 

 これは『マザーグースのうた』３）にでてく

る唄「ボビー・シャフトー」の１編である。 

マザーグースの他の多くの唄の例にもれず、

単純だが力づよく、しかも何かキラキラした

ものがあって、好きだ。 

 シャフトーという男は実在の人物だという 

説もある。この唄は 1805 年にはじめて出てき

ている。ハリウェルの童謡集には「ウーリー・

フォスター」を主人公とした、同じような唄

が採録されているというから、基調となる唄

はもともと実在の人物とは関係なしに伝わっ

ていたのかも知れない。 

 もう一人は、イギリスで 1761 年に国会議員

に立候補したロバート・シャフトーである。 

この人については肖像画が残っており、そ

れによるとなかなかのハンサムで、金髪のす

てきな人であったらしい。そしてこのときの

選挙戦でこの唄がずいぶん使われたという

（平野敬一：1972）。こうなると少なからず生

臭いものとなり、ロマンチシズムもいくぶん

薄れる。それ以前からあった唄にでてくる人

物と同一名であることをたのんで、単に選挙

に利用したにすぎないとも考えられるからだ。 

 だが、あるお姫様がこの実在の人物シャフ

トーに恋いこがれて死んだという伝説もある

から、この唄のシャフトーが、ロバート・シ

ャフトーだとしても、唄のもつ味が全く失わ

れるというわけではない。 

唄の由来は別にしても、このような陰なが

ら恋していた女性が、憧れの男性を唄ったも

のとしてこの詩の裏側に浮かび上がってくる。 

 「かえってきたら けっこんしきよ」とい

うのは、自分ひとりの早合点かも知れないし、

「とこしえにわたしのこいびと」というのも、

ひたすら恋する素朴な女性の思い込みのよう

にさえ思える。 

 そして、海面をみつめるボビー・シャフト

ーの雄々しい姿が、じつは「恋する女性」が

想い描いている姿であること、つまり「恋す

る女性」の目を通して見た虚像に過ぎないこ

とに気づく。 

 それにもかかわらず私は、このキラリとし

た晴れがましい、しかし裏にはなにかしら女

性の悲しさがかくれた素朴な唄が好きだ。 

 

２.３ 夕映えの海 

 ヘミングウェイの『老人と海』やメルビル

の『白鯨』をもちだすまでもなく、海には男

くさいロマンがある。そのロマンを枯れた美

しさで暖かくたたえて表現した、アメリカの

詩人・ホイットマン（1819-92）の素朴な詩「老

水夫コッサボーン」４）を読むと、『老人と海』

の老人の姿と老水夫コッサボーンとが、二重

にかさなりあってくる。そして、この数行の

詩のなかに、海に生きたひとりの男の一生が、

ほのみえてくるのである。 

 

 ずっと昔のこと、私の母方
ははかた

の縁につながる、

コッサボーンという老水夫、彼の臨終のあ

りさま、それを話そう。 

（彼は一生船乗りだった――九十近くまで

生き――結婚している孫娘ジェニーと同

居していた。湾の風景を間近にみる丘の
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上の家からは、はるかに突き出た岬
みさき

、

海原
うなばら

へと続く陸地が眺められた。） 

  毎日午後遅いひと時を、宵
よい

の幾時
いくとき

かを、そ

れは幾
いく

久
ひさ

しい彼の習慣だった。 

 窓際の彼の大肱
おおひじ

掛
かけ

椅子
い す

にこしかけて、 

（時には、ほんとに半日もそうしていたも

のだ）、 

船の出入りを眺めながら、なにか独りごと

を言っている――が、いまはみなおしま

いだ。 

 ある日のこと、出港する一艘
いっそう

の帆船
はんせん

が、長

いことあがいていた――逆潮
さかしお

に阻
はば

まれて、

針路
し ん ろ

がとれなかったのだ。 

 とうとう夜になると、風
かざ

向
む

きがよくなり、

彼女の船
ふな

運
うん

が向いてきた。 

 そして、船は矢のように岬をまわってゆく。 

 彼が見守るうちに、闇は時
とき

を得
え

顔
がお

におり来

たって深く迫ってくる。 

 「うまくいった――船は目的地へ向かって

いるぞ」――それが最後の言葉だった―

―ジェニーが来てみたときには、彼はそ

こに坐ったままこと切れていた。 

 オランダ生まれのコッサボーン、老水夫。

遠い昔の日、私の母方
ははかた

の祖父だった人の

ことだ。 

  （ホイットマン『古稀の流砂』による） 

 

 ホイットマンの母方の祖父母、つまりホイ

ットマンの曽祖父母が、ガレット・ヴァン・

ベルーザとメリー・コッサボーンであった。

この曽父母の父親が「老人コッサボーン」で

あったらしい。老人はその人生の最後まで海

を想い、情熱をもって生きた。その生きかた

が、安緒のことば「うまくいった――船は目

的地へ向かっているぞ・・・」のひとことに、

ありありと表わされている。老人の人生と船

の旅路とが、読む者の頭で重なってくるので

ある。 

 

 

２.４ 漁夫－魔性の海（？）－ 

 同じ漁師の死を描いた詩でも、次のゲーテ

（1749-1832）の詩「漁夫」は、ホイットマン

の詩とまたひと味違った、エロティシズムに

充ちた幻想性をもって、海のもつ魔性的な一

面をあますところなく描いている。海はこう

いう魔性の一面をもつものでもあるのだろう。 

 

 水は高鳴り、盛り上がる。 

 漁夫ひとり、岸辺に坐
ざ

して 

 浮標
う き

を見まもりてあれば、 

 心静かに胸も冷えたり。 

 坐しては、うかがうほどに、 

 うしお高まりて割れ、 

 さわげる水の中より 

 ぬれたる女うかび出
い

ず。 

 

 女の歌いぬ語りぬ、漁夫よとて 

 「いかなれば、うろくず＊１を 

 さかしき＊２人のたくみもて、 

 やけ死なん白日の下
もと

におびき出
い

だすや。 

 水底
みなそこ

にある魚のいかばかり 

 楽しきか、なれ知りもせば、 

 なれもためらわずおり来たり、 

 おのが身すこやかに覚えてあらん。 

 

 月も日も、海に入りては、 

 よみがえり来たるにあらずや。 

 波を吸いたるその面
おも

は 

 ひときわはゆる美
うる

わしさならずや。 

 ぬれては清き青き色の 

 深きかの空、なれを誘わずや。 

 水に映
うつ

れるおのが面
かお

、なれを 

 永遠
と わ

なる露
つゆ

のさ中に誘わずや」 

 

 水は高鳴り、盛り上がり 

 漁夫の素足をぬらしたり。 

 かれが心あくがれて＊３高まりぬ、 

 恋しきひとに呼ばれしごとく。 

 女は歌いぬ語りぬ、漁夫よとて。 
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 漁夫は心を失いて 

 引かるともなく沈みゆき、 

 姿は見えずなりはてぬ。 

 

 

 

 

２.５ 奇跡ならざる海 

 ホイットマンの詩『老人コッサボーン』は、

海に生きる男のロマンとともに、夕映えの岬

を苦闘しながらとおる帆船の姿を、ありあり

と見せてくれる。そのさまは、老人自身の過

ぎし人生のようでもあるし、そこには海なら

ではの清冽ささえともなっている。 

この情景と似た表現－夕映えの海－を背景

として描き、読む者に感動をよぶ短編小説に、

三島由紀夫（1925-70）の『海と夕焼け』５）

がある。 

 

  夕焼けを見る。海の反射を見る。すると

安里は、生涯のはじめのころに、一度たし

かに我が身を訪れた不思議を思ひ返さずに

はゐられない。あの奇蹟あの未知なるもの

への翹望
げうぼう

、マルセイユへ自分を追いやった

異様な力、さういふものの不思議を、今一

度確かめずにはゐられない。そうして最後

に思ふのは、大ぜいの子供達に囲まれてマ

ルセイユの埠頭で祈ったとき、ついに分か

れることなく夕日にかがやいて沈静な波を

打ち寄せていた海のことである。 

  安里は自分がいつ信仰を失ったか、思い

出すことができない。ただ、今もありあり

と思い出すのは、いくら祈っても分かれな

かった夕映えの海の不思議である。奇蹟の

幻影より一層不可解なその事実。何のふし

ぎもなく、基督
キリスト

の幻をうけ入れた少年の心

が、決して分かれようとしない夕焼けの海

に直面したときのあの不思議・・・。 

   （三島由紀夫『海と夕焼け』による） 

 

この一文を読むと、異郷の地・日本にくち

果てようとしている男（安里）の言いあらわ

しがたい望郷と、「あのとき、なぜ奇蹟はおき

なかったのか・・・」という、男の一生を支

配して離れることのなかった想念とが、私た

ち読者の胸をうつ・・・。 

 

 異郷での想念は別にしても、私たちも実は

この安里と同様の想念をもって自分の人生を

おくり、＜奇蹟ならざる人生の海＞をながめ

ては、同じ想いを心に描いていることに思い

あたらないだろうか・・・？ 

（つづく） 
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＊１ 魚類のこと 

＊２ かしこい 

＊３ 物事に心を奪われて落ちつかないこと 


